
 

[1] 審判 J2に対する答弁中、審判 J1とほぼ同じ部
分を省略します。権利者 X が顧客に対して保守契
約を結んでおり、乙第 7号証等で要証期間に有効で
あり、CD-ROM が電子計算機用プログラムのバー
ジョンアップに係り「役務の提供にあたり、その提

供を受ける者の利用に供するものに標章を付した

ものを用いて役務を提供する行為（同法第 2条第 3
項第 4号）」に該当するものであると主張しました。 
[2] 審判J2についての審判官の判断（審決の概略） 
［結論］ 本件審判の請求は成り立たない。… 
［理由］ 
 ア）審判官の認定事実 
 システム開発及び販売会社である商標権者は、C
社と要証期間に保守契約を結んでいる。保守契約で

は「○○○○」というソフトウェアの提供、ソフト

ウェアの保守についてソフトウェアの補修版を格

納した媒体（CD）で提供されることが記載されて
いる。CDの表面には「○○○○」の文字（使用商
標）が付されている。 
 イ）審判官の判断 
 ・商標権者（権利者 X）は C 社に対して保守契
約の一環として、使用商標付き「ソフトウェア差替

用 CD」を作成し、それを提供した（以下「使用役
務」という）。 
 この使用役務は、本件審判請求に係る指定役務中、

第 42類「電子計算機のプログラムの設計・作成又
は保守」及び第 42類「電子計算機用プログラムの
提供」の範疇に含まれるものである。 
 ・使用商標、使用者、使用時期（上述の審判 J1
と同様の認定がされ、記載を省略します。） 
 ・使用行為について 
 商標権者は、顧客に対して「○○○○」と称する

ソフトウェアの保守の一環として使用商標を付し

た「ソフトウェア差替用 CD」を提供したものであ
る。当該 CDは、顧客にコンピュータにインストー
ルされて利用されるものであるから、「役務の提供

にあたりその提供を受ける者の利用に供するもの

に標章を付したものを用いて役務を提供する行為

（同法第 2条第 3項第 4号）」に該当する。 
 

７．最後に 

 
 上述のように、審判 J1、J2のいずれも登録商標
の要証期間の使用が認められて、審決（勝）を得ら

れ、権利者に喜ばれました。 
 審判 J1における審判官の判断は、乙第３号証の
CD-ROM に記載の登録商標を認めて、商品である
CD-ROM に商標を付する行為が「商品又は商標の
包装に標章を付する行為（同法第 2 条第 3 項第 1
号）に該当する。」と、判示したもので伝統的な商

標（商品商標）の使用に沿ったもので得心しました。

一方、審判 J2における審判官の判断は、乙第３号
証の「ソフトウェア差替用 CD」は、顧客にコンピ
ュータにインストールされて利用されるものであ

るので、「役務の提供にあたりその提供を受ける者

の利用に供するものに標章を付したものを用いて

役務を提供する行為（同法第 2 条第 3 項第 4 号）」
に該当するとされたものです。小職は、答弁書の段

階で同項第 3号の「…利用に供するものに標章を付
する行為」でもあると主張したのですが、採用され

ず、同項第 4号が適用されました。役務にて利用さ
れるのはソフトウェアであり、ソフトウェアそのも

のは無体であり商標を表示し得ないのでこのよう

な審決になったものと思料します。 
 以上のように、使用に関してまだまだ研究すべき

であると感慨したとのことで報告を納めさせてい

ただきます。 
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１．はじめに

コロナ禍のため大学教育は混乱に陥り，多くの大

学が学生や教員の交流の中断による事業の停滞を

指摘した。また，たくさんの大学が従来の対面教育

からオンライン教育やバイブリッド型教育へのシ

フトを強いられ，対面教育の在り方を見直すことが

喫緊の課題となった。しかしながら，対面と変わら

ないインタアクティブなオンライン教育を目指す

には，既存の対面授業をオンライン教育に置き換え

るのではなく，オンライン教育の良い点と課題を踏

まえ，新しい学習コンテンツを生かしたオンライン

ならではの新しい教授法を模索・工夫すべきである

と考えた。コロナ禍下での環境要因も相まって，オ

ンライン教育になっても教員と学習者が双方向性

を保ちながら学習者の学習効果を上げるために，

LearnWiz oneという学習ツールを活用して，オン
ライン教育におけるアクティブ・ラーニングのアプ

ローチから授業への効果的な取り組みを図った。  
文部科学省（2014）はアクティブ・ラーニング
のメリットとして「思考力・判断力・表現力等は，

学習の中で，主体的・協働的な問題発見・解決の場

面を経験することによって磨かれていく。身に付け

た個別の知識や技能も，そうした体験学習の中で 
 

 
 
活用することにより定着し，既存の知識や技能と関

連付けられ体系化されながら身に付いていき，ひい

ては生涯にわたり活用できるような物事の深い理

解や方法の熟達に至ることが期待される」ことであ

ると指摘している。また，The Future Skills：
Employment 2030 によると，2030 年に必要とさ
れるスキル Best10のうち，アクティブ・ラーニン
グは 10位にランクインされている。さらに，世界
経済フォーラム 2020 が発表した「仕事の未来」
Top15 Skill for 2025によると，ビジネスパーソン
に 2025年までに必要なビジネススキルとして，そ
のトップ 10の第 3位に「複雑な問題解決力」が選
ばれており，VUCA1時代においてアクティブ・ラ

ーニングは必要不可欠なスキルと言えるだろう。 
したがって，本実践では教師と学習者の役割を，

学習活動を支配する伝統的な教育・学習観ではなく，

学習を支援し，学習者が主体となり授業アクティビ

ティを実施する学習者中心の教育・学習観を目指す

ことに焦点を当てる。このように，本実践報告では

オンラインの学習ツールである LearnWiz one の
活用によるアクティブ・ラーニングを通して，学習

者主体による気づきを促す授業，学習者参加型によ

る授業を通して，教員と学習者の双方向による対話

型の深い学びを目指すことを目的とする。 
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２．先行研究

２．１アクティブ・ラーニングの定義と授業効

果について

 
Bonwell & Eison（1991）はアクティブ・ラーニ

ングの定義について，学生を巻き込んだ学生自身が

活動し，その活動自体について思考する取り組みの

全てとしている。また，Felder & Brent（2009）
は「授業活動において，学生が単に『見たり』『聞

いたり』『ノートをとったりする』以上の活動をす

るようにデザインされた教授内容に関係すること

の全て」と定義している。さらに，溝上（2014：7）
では「一方的な知識伝達型講義を聴くという（受動

的）学習を乗り越える意味での，あらゆる能動的な

学習のこと。能動的な学習には，書く・話す・発表

するなどの活動への関与と，そこで生じる認知プロ

セスの外化を伴う」ものであると定義している。ア

クティブ・ラーニングの授業効果について Bonwell 
& Eison（1991）のラーニング・ピラミッドによる
学習の平均学修定着率では，講義形式の授業では学

んだ内容が 2 週間後にはほとんど残らないのに対
して，アクティブ・ラーニングによる学びでは 90％
に達することが示され，アクティブ・ラーニングに

よる授業効果がわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 のラーニング・ピ

ラミッドから抜粋

 
． アクティブ・ラーニングに関する先行研

究

 
アクティブ・ラーニングにはいろいろな手法があ

るが，日本語教育の実践研究ではピア・ラーニング

に焦点を当てた実践研究がある。福富他（2009）
では，初中級学習者を対象とし，学習者の気づきと

主体的な学びを促すために，ビデオ視聴とピア活動

を取り入れ，「気づきを促すデザイン」を用いたあ

いづちの指導を行った。実践の結果，ピア活動時の

話し合いデータからは学習者間の理解の共有過程

が観察され，授業後の質問紙調査の回答からは，ピ

ア・ラーニングへの肯定的な評価が示された。福富

他（2009）など，日本語教育の分野でアクティブ・
ラーニングに関する研究が増えつつあるが，オンラ

イン教育におけるアクティブ・ラーニングの研究は

管見の限り見当たらない。 
上記のような指導背景をもとに，本研究の実践者

は教員と学習者の双方向による対話型教育，学習者

主体による参加型授業を目指すためのコンテンツ

の活用を試作的に行っており，そこから既に問題意

識を感じていた。したがって，AI 時代に合わせた
デジタル・ネイティブの育成，ICT教育における教
育的示唆など，オンライン教育における教授法の新

たな取り組みを試みるべく，本実践では LearnWiz 
Oneの活用に至った（吉田，2014）。 

 
３．研究目的と研究手法

本実践ではオンライン教育とアクティブ・ラーニ

ングを合わせて活用した新しい学びをデザインす

べく，LearnWiz Oneをオンライン教育に活用した。
したがって，本実践では LearnWiz One という学
習ツールの活用による教員と学習者の双方向的な

学びを通して，アクティブ・ラーニングの授業効果

を明らかにすることを目的とする。研究課題は以下

の通りである。 
 
RQ1：LearnWiz Oneの活用によるアクティブ・ラ
ーニング授業のよかったところは何か。 
RQ2：LearnWiz Oneの活用によるアクティブ・ラ
ーニングの授業から気づいたことや学んだことは

何か。 
本実践の被験者は学部 2 年生の留学生 21 名で，
学習者のレベルは JLPT N2から N1程度である。
また，目標言語である日本語と地理的距離の近い同

じ漢字圏の国である中国人日本語学習者であるた

め，非漢字圏の国の学習者に比べ，全般的に日本語

能力が高い傾向にある。先行研究ではピア・ラーニ

ングについて紹介したが，本研究ではアクティブ・

ラーニングの手法のうち，Think-Write-Pair-Share
にフォーカスする（中井，2015）。具体的な活用手
順については図 2 に示す。本研究では LearnWiz 
oneの活用によるアクティブ・ラーニングから気づ
いたこと・学んだことを自由記述型のアンケート調

査によって調べ，記述内容をユーザーローカルとい

うテキストマイニング分析の手法を用いて集計し

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 のの具具体体的的なな活活用用方方法法

 
４．結果と考察

以下の 1と表 2は RQ1と RQ2に対する学習者
の回答で出現頻度の高い単語とテキストマイニン

グ分析の結果，スコアが高かった単語をまとめたも

のである。 
表 の回答で出現頻度とスコアの高い単語

出現頻度 スコア 

できる 56 学習者 245.15 
意見 28 人気順 74.98 
学習者 27 いいね！ 61.38 
授業 18 意見 19.87 
投稿 14 学習 15.79 
学習 13 促す 6.89 

 
表 の回答で出現頻度とスコアの高い単語

できる 43 学習者 245.15 
意見 29 クラスメート 129.77 
学習者 27 意見 21.16 
クラスメ

ート 
23 学習 15.79 

学習 13 グループワーク 13.26 
授業 12 コミュニケーシ

ョン 
9.96 

 
図 3 と図 4 は各質問に対する学習者の回答をワ

ードクラウドで示したものである。赤色は動詞，青

色は名詞，緑色は形容詞で表示されている。  

 
図 の活用によるアクティブ・ラー

ニング授業のよかったところ（出現頻度）

 
 
 
 
 
 
 
 
図 アクティブ・ラーニング授業での学びを通

して，気づいたこと、学んだこと（スコア）

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 Think 「課題提起を考える」 

（LearnWiz One活用の事前準備） 
 
 
 
 

White 「個人で考え，書き込む」 
（LeanrWiz Oneの実際の活用） 

 

Pair 

「学習者同士による共有」 
いいね！の送信時間＆新着順の確認

時間 
 
 
「教員＆学習者同士の全体による共有」 

人気順の確認時間 
 
 

     「振り返り」 
〇〇さんはなぜ人気 No.1になれたの?

か？） 

Share 
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図 アクティブ・ラーニング授業での学びを通

して，気づいたこと、学んだこと（スコア）

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 Think 「課題提起を考える」 

（LearnWiz One活用の事前準備） 
 
 
 
 

White 「個人で考え，書き込む」 
（LeanrWiz Oneの実際の活用） 

 

Pair 

「学習者同士による共有」 
いいね！の送信時間＆新着順の確認

時間 
 
 
「教員＆学習者同士の全体による共有」 

人気順の確認時間 
 
 

     「振り返り」 
〇〇さんはなぜ人気 No.1になれたの?

か？） 

Share 
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図 の活用によるアクティブ・ラー

ニングの授業から気づいたこと・学んだこと（出現

頻度）

 
図 アクティブ・ラーニング授業を通して，気

づいたこと・学んだこと（スコア）

以上では，LearnWiz oneを用いたアクティブ・
ラーニングの授業について分析した。Bonwell & 
Eison（1991）ではアクティブ・ラーニングの特徴
について，「学習者たちはただ聞くだけではなく，

さまざまな授業活動に取り組む。彼らは，分析，総

合，評価，創造などの高次元の思考だけでなく，対

話，討論，執筆，問題解決にも関わっている」と指

摘している。表 1の「意見」「投稿」「学習」の結果
からはただ授業を聞くだけではなく，自分の意見を

考え，発表（投稿）することを通して，学習者主体

でオンライン学習に取り組んでいることがわかっ

た。また，クラスメートの意見にも耳を傾け，他者

から学ぶことを通して学習をデザインする様子が

窺え，上記の指摘の通り，教員による一方向的な講

義形式の教育とは異なり，学習者が能動的にオンラ

イン学習に取り組むことによって，認知的，メタ認

知的，社会的能力，知識，経験を含めた複合的な能

力の育成を図ることがわかった。「学習者」「人気順」

「いいね！」の結果からは学習者が学習コンテンツ

である LearnWiz Oneの機能を使いこなしながら，
アクティブに授業活動に取り組むことが窺えた。教

師主導型の講義と異なりオンライン教育で Z 世代
の若者の学習者がデジタル・コンテンツの様々な機

能を能動的に用いながら学びを深く，楽しくデザイ

ンしていることがわかった。表 2の気づきと学びで
は学習者が一人でオンライン学習に取り組むので

はなく，クラスメートとのピア・ラーニングやグル

ープ・ワークを通して，協働学習によるアクティ

ブ・ラーニングの深いアプローチに焦点を当てた学

習効果が得られたことが明らかになった。さらに，

「Share」ではフィードバックを通して教員と学習
者によるコミュニケーションが促され，その結果，

教員と学習者による双方向的な対話型授業を目指

すことができた。今後の課題であるが，学習者のフ

ィードバックを元にアクティブ・ラーニングの学び

の中で具体的にどのような意識変容が起きたか，学

習者視点からさらに深掘りして分析する必要があ

ると考える。さらに，異なる属性による評価基準に

ついて，多角的に分析する必要があると思われる。 
 

注

１）VUCA（ブーカ）「先行きが不透明で、将来の
予測が困難な状態」を意味しており，Ｖ

（Volatility：変動性）Ｕ（Uncertainty：不確
実 性 ） Ｃ （ Complexity ： 複 雑 性 ） Ａ
（Ambiguity：曖昧性）を表す。 
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職業指導における授業実践 
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１．はじめに 

 

小生は、2017 年より本学の非常勤講師として、シ

ステムデザイン工学部(デザイン工学科)、未来科学

部、工学部、工学部第二部において、教職課程の配

当科目である職業指導を担当させていただいた。 

以下、これまでの授業実践をもとに報告する。 

 

２．高等学校「工業」の教員免許状取得 

 
 本学では、教育職員免許法に基づいて、取得でき

る教員免許状の免許種・学校種・教科によって、所

属学部・学科等で定めている※1。教員免許状取得

のためには、取得免許状の種類により、決められた

科目を履修し、修得することで学部卒業（学士）と

同時に一種免許状が、大学院修士修了（修士）と同

時に専修免許状が取得できる※1。 
 したがって、職業指導は、教育職員免許法施行規

則に基づき、「教科に関する専門的事項」を学ぶ科

目の一つとなっている。 
 
３．職業指導を教示するにあたり 

 
前項で述べたように「教科に関する専門的事項」

である職業指導の授業は、職業指導に関する一般的 
 
 

 
 

包括的な内容を含むものとすることが求められ指

導内容等は、特に明記されていない。そこで、本

学で担当されていた先生並びに他大学のシラバス

を参考に職業指導のシラバスを作成し、教示する

こととした。 
職業指導の授業では、職業指導の意義と役割、職

業指導の歴史と今日の課題、職業の選択・決定に関

わる指導(進路指導)、進路指導とキャリア教育、進

路指導等に関する関係法令、進路指導計画、進路指

導の組織体制などについて、具体的な事例を通して、

職業指導に関する知識・指導法を教示することとし

た。また、職業指導に関する時事的な話題や本学が

推進しているアクティブラーニングを取り入れた

授業を実施した。特に授業の中でグループワークを

行い、自分の考えを自分の言葉で相手に伝えること、

そしてグループでまとめたことを発表する機会を

設けた授業を展開した。そのため座席は、昼間部と

二部の学生を交互に着席させる工夫をした。意識的

に昼間部・二部の学生間の意見を交換させることで、

授業内容をより深く理解させることができた。学生

の中には、普通科高校を卒業した学生と工業科高校

を卒業した学生が同グループとなり、具体的な内容

や課題を話し合っていた。その効果は、毎回の授業

終了後に提出させている授業レポート「授業で得ら

れたこと」に学生たちが記している。 
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